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株式会社ハードオフコーポレーション

（証券コード2674　東証プライム）

Ⅰ．2026年３月期第３四半期決算概要（連結損益）

★売上高、四半期純利益は過去最高を更新。
（単位：百万円）

　  

前期比 進捗率

売上高 24,803 28,198 +13.7% 36,000 78.3%
売上総利益 17,054 19,276 +13.0% - -

率 68.8% 68.4% ▲0.4%p - -
販管費 14,518 16,856 +16.1% - -
営業利益 2,535 2,420 ▲4.5% 3,550 68.2%
営業外収益 183 150 ▲17.7% - -
営業外費用 22 40 +82.7% - -
経常利益 2,696 2,531 ▲6.1% 3,660 69.2%
　 率 10.9% 9.0% ▲1.9%p - -
特別利益 0 176 - - -
特別損失 62 85 +37.2％ - -

1,734 1,782 +2.8% 2,450 72.8%
四半期純利益 率 7.0% 6.3% ▲0.7%p - -

■売上高

  ・国内既存店売上高は、3.6％増と堅調に推移。

　・前期オープンした直営店24店舗、当期にオープンした直営店22店舗、第３四半期から

　　連結対象となった㈱エコノス69店舗の寄与により、全社売上高13.7％増。

　　過去最高を更新。

■利益
  ・期中オープンの新店22店舗の開業費用発生、人件費や減価償却費の増加に加え、

　　㈱エコノスへのTOB（株式公開買付）関連費用83百万円の特殊要因の影響により、

　　販管費は16.1％増。

　・営業利益4.5％減、経常利益6.1％減。

　・㈱エコノス連結開始に伴う段階取得に係る差益176百万円を特別利益に計上した

　　結果、親会社株主に帰属する四半期純利益2.8％増。過去最高を更新。

参考：国内既存店売上高昨対比

2026年３月期第３四半期決算補足資料
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第１Ｑ 第２Ｑ 上期 第３Ｑ 第４Ｑ 下期 通期

2026/3期 100.7% 102.7% 101.7% 107.3% 103.6%

2025/3期 108.0% 107.2% 107.6% 104.2% 104.1% 104.2% 105.8%



  

Ⅱ．2026年３月期連結業績の見通し
※2025年５月12日発表数値から変更なし （単位：百万円）

通期 前期比

 売上高 33,531 36,000 +7.4%

営業利益 3,218 3,550 +10.3%

 経常利益 3,403 3,660 +7.5%

　 率 10.1% 10.2% +0.1%p

2,314 2,450 +5.9%

当期純利益 率 6.9% 6.8% ▲0.1%p

■売上高  

　　　全社売上高は7.4％増（30期連続）、過去最高更新を見込む。

■営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益

　　　増収効果により、営業利益は10.3％増、経常利益は7.5％増。

　　　親会社株主に帰属する当期純利益は5.9％増。

　　　各利益は何れも４期連続の過去最高更新を見込む。

Ⅲ．配当 　

※2025年５月12日発表数値から変更なし

2024/3期 2025/3期 2026/3期

実績 実績 予想 　

１株あたり配当金 76円 78円 78円 　

6.6% 6.2% - 　

DOE（純資産配当率）６％程度を目安として、安定的な配当を実施

Ⅳ．リユース店舗数
（単位：店）

期末店舗数 期中増減 期末店舗数 期中増減 　

直営店 540 +90 545 +95 　

FC加盟店 531 ▲31 533 ▲29 　

リユース店舗合計 1,071 +59 1,078 +66

＊2025/12（実績）増減の内訳

　　　直営店：新規出店22店舗（国内21、台湾１）、閉店１店舗（国内）。

　　　　　　　　エコノス子会社化により、FC加盟店から53店舗移管、ブックオフ16店舗増。

　　　ＦＣ加盟店：新規出店25店舗（国内22、台湾１、カンボジア１、タイ１）、

　閉店３店舗（国内）。エコノス53店舗を直営へ移管。

＊新刊書籍販売店「ブックオン」１店舗は含めておりません。
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